
 
 
          福島県飯舘村 菅 野 宗 夫 

飯舘村における原子力災害 



飯舘村の立地 
 
 
福島県の北東部 

阿武隈山系の北端 

 

東京都心からの距離３００ｋｍ 

  

  



飯舘村の立地 

面積 ２３０．１３ｋ㎡ 
  東西 １５．２ｋｍ  
  南北 １６．８ｋｍ 

 
阿武隈山系の高原 
 
標高２２０～６００ｍ夏は涼
しく、冬は降雪は少ないも
のの寒さが厳しい地域 

 



飯舘村の人口・世帯数 

人  口       ６，５８８人（住基人口） 

１５歳未満        ８００人 

６５歳以上    １，９０４人 

世帯数      １，７０７世帯 

高齢化率     ２８．９％ 

Ｈ２２年４月１日 



農業基盤 飯舘牛が特産 

・米、畜産、高原野菜、
花卉などの複合経営 
 
・和牛飼養頭数 
  ２５００頭 
 
・田畑 ２５００ｈａ 
 
・採草放牧地 
  １９７０ｈａ 



震災の被害 

東日本大震災の被害 

震度６強 
 
 家屋倒壊０件 
 
 瓦の崩落 約５００件 
 



震災の被害 

道路の損壊 
    ９３か所 



震災の被害 

落石３か所 



震災の被害 

農地の崩落 
   ２５か所 



震災の被害 

地震発生直後に
災害対策本部を
設置 
 
 
電気、電話、水道
のライフラインが
断絶 
 
情報も断たれ不安
な生活へ 



福島第１原発事故発生 

３月１２日、福島第１原発
１号機が水素爆発 
 
原発周辺の市町村からの 
避難者のため避難所を設
置 
 
 
 
 
ガソリンの供給もストップ 
 
 



福島第１原発事故発生 

村内３つの小学校 
に避難所を開設 
 
 
避難民受け入れ 
  １５００人規模に 
 
 
電気の復旧に伴い 
情報も入り、放射線
への不安が高まる 
 



福島第１原発事故発生 

避難所の誘導
にあたる消防
団員 



福島第１原発事故発生 

炊き出しに当たる
婦人会員 
 



福島第１原発事故発生 

ガソリンを求める長蛇の列 
 
非常用給油カードを村民に発行 



放射性物質の
蓄積 

３月１５日、福島原発３号
機が水素爆発 
 
東南の風と雨・雪により
飯舘村に放射性物質が
降り注ぐ 
 
午後６時、役場の放射線
計が毎時44.7μSVを観測 



栃木県鹿沼市総合体
育館への集団避難 

緊急避難の開始 



緊急避難の開始 

５００人が避難 
（４月３０日まで） 

村内での避難所閉鎖 
 
自主避難の動きも活発 
になる 



給水制限 

３月２１日、水道から基
準値を超え 
る放射性物質を検出 
 
摂取制限に伴い、全戸
にペットボトルの水を配
布 
 
 
自衛隊から給水の協
力を受ける 
 



放射線と健康に関する講演 

村民・ＰＴＡを対象に放射線に関する講演会を開催  



苦悩する村民 

国の報告と矛盾する 
ＩＡＥＡの発表 
 
 

メディアの情報、国の
見解に戸惑う村民 



計画的避難区域
に指定 

４月１１日、国は計画的
避難区域指定の方針を
発表 



計画的避難区域指定の説明会 

４月１１日、企業に対する説明会で意向を聞く 



農作物作付の自粛 

４月１２日 
放射性物質の土壌汚 
染により農作物の作
付自粛を決定 
 
 
議会災害対策特別委
員会 
 



４月１３日、１４日、１６日 
計画的避難の内容につ
いて説明会を開催 
 
述べ１８００人が参加 
 
避難の時期・内容などを
話す 

計画的避難区域指定の説明会 



計画的避難の内容に
ついて説明会を開催 
 
避難の時期・企業の
対応などを話す 
 
村内での事業継続意
向を確認 

計画的避難区域指定の説明会 



計画的避難区域に指定 

４月２２日、村を計画
的避難区域に指定 
 
 
 
全村避難に 



避難の本格化 

被災証明の発行  住み慣れた飯舘村を離れ全国へ 



見舞金の現金給付 

４月２９日、避難の案内
を兼ね一人３万円の見
舞金を現金で給付 
 



１次避難と補償仮払いの開始 

４月３０日、 
東電副社長が来村 
し、謝罪 
 
補償金仮払いが始
まる 
 
妊婦、乳幼児の１次
避難所への避難が
始まる 
 



放射線健康被害への対応 

放射線のスクリーニング検査 



放射線健康被害の対応 

子供たちの被ばく検査 



避難者への対応 

県借り上げ住宅の斡旋 
手続き 
 
仮設住宅への斡旋 
 



仮設住宅への入居 

福島市、伊達市、相馬市に仮設住宅を建設   



教育の維持 

福島市内にスクール
バスを走らせ通学に
対応 



４月２２日から学校を川俣町で再開 
現在、７割の児童生徒が通っている 

教育の維持 



村内継続事業所 

村内での継続を認められた事業所 
９事業所（８社 特養１所） 約５００人 
 
・屋外が３．８μSv/hを大きく超えないこと 
・放射線を遮蔽する建物の中で行う製造業で
あること 
・放射線の管理を行い被爆の低減に努める
こと 
 
 
放射線計を身につけて作業を行う 
 



見守り隊の設置 

計画避難による留守中の防犯、農業者の雇用対策 



見守り隊の設置 

警察との協力 



牛の避難 

畜産飯舘牛の避難について 
 
繁殖牛はセリに１６１２頭を 
処分 
 
肥育牛は食肉市場に出荷 
 

長年にわたり築きあげてきた飯舘牛のブランドが・・・ 



役場の移転 

６月２２日、役場機能を 
福島市飯野町に移転 
 
飯舘村役場飯野出張
所を開設 



役場の移転 

住民への対応の模様 



除草作業 

半年の放置で農地に雑草が 
繁茂 
 
 
防火対策のため草刈りを実 
施 



農地の除染 

農地の除染プロジェクト 
 
・物理的除染 
   表土のはぎ取り 
 
・科学的除染 
   代搔きなどで水と撹拌し、 
   ゼオライト等で吸着し除去 
 
・生物的除染 
   ヒマワリ等セシウム吸収に 
   効果のある植物に吸収させ 
   専用焼却炉で焼却 



宅地の除染 

国の除染モデル事業 
 
 草野大師堂地内 
   400ｍ×400ｍを除染 
 



除染モデル事業地区 線量測定 



復興計画 

復興計画の策定 
庁内検討会で骨子をまとめ 
村民を交えて計画を策定中 

骨子案では・・・ 
 ・２年後までに帰村できる環境を整える 
 ・５年後までに農業再開の条件を整備 
 ・１０年後までに新たな村をつくるための 
  基盤を整備 



線量地図 





飯舘村除染計画 



佐須地区の自生米およびその土壌の放射能測定

������ 









自衛隊による除染 



役場の線量分布 



佐須の線量測定 



佐須 公民館周辺 



月館の線量測定 



今、私たちにできること 
  やらなければならないことは 

風化させてはならない原発事故 
国民に温度差が生じている  共通認識を！ 
原発事故は人災である  責任の所在確認と
検証を！ 
エネルギー政策と原発 
自然と科学   地球の恵みと生きがいのあ
る人間社会 



ご清聴ありがとうございました 
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